
 
                                
 

久しぶりの大型連休（シルバーウィーク）が終わり、ようやく秋めいてまいりました。１年で一

番長い学期である２学期は、１学期の学びを更に深化させる学期といえます。たくさんの行事の中、

人とのかかわりの中で、多くのことを吸収できる場があり、自己を表現していく多くの場がありま

す。学校における体験的な活動は、準備から当日に至るまで多くの時間を費やします。行事の精選

が謳われる中、それでも実施方法に工夫を加えていきながら、行事や体験活動を実施しています。

「生きる力」を身に付けていくためにもそこには大きな学びがあります。今後、子どもたちの未来

がメタバースと呼ばれるような仮想空間での生活が主となるようなものとなったとしても、根本に

は人としての生活の営みがそこにはあります。自身が経験した触った感触であったり、匂いだった

り、体温だったり、音色だったり、さらには汗をかいたり、笑ったり、怒ったり。必ず人が感じた

もの、体験したものがベースとなるはずです。無機質なデジタルな世界が訪れても、アナログな経

験を積み上げているものは強いと私は思っています。１０月からも教科の学習と同様、体験的な活

動にもしっかりと取り組んでまいります。 

さて、道端や敷地内には、今年も彼岸を迎える前に彼岸花が咲き誇り、目を楽しませてくれてい

ます。彼岸花は、他の草花と違い、本当に立派な花を咲かせることに小さい頃から感心していまし

た。彼岸花が咲いているとき、そこに葉は見当たりません。にょきにょきと茎を伸ばし、花だけが

咲いています。改めて見ると何とも奇妙な花です。彼岸花の葉は、花を咲き終えた後、地中から出

てきます。他の草花が枯れてしまう冬に、にらのような葉を青々と茂らせ、他の植物に邪魔される

ことなく太陽光を独り占めして、たっぷりと光合成を行うのです。多分、冬場に葉をみてもそれが

彼岸花とは気づかない人が多いのではないでしょうか。彼岸花には地方によっていろんな名前があ

り、曼珠沙華や狐花などたくさんの名前があります。花と葉が時期を変えて現れることから「葉見

ず花見ず」という名前もあります。彼岸花は他の植物が休んでいる冬場に、たっぷり栄養を蓄える

からあんなにきらびやかな花を付けられるのでしょう。この２学期、しっかりと花を咲かせた後は、

彼岸花のように次のステージに向かってしっかりと力を蓄えていってほしいと願います。 
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毛呂山中だより 
【学校教育目標】「夢をもち世界にはばたく毛呂山の子ども」 自ら学び 共感し 行動できる生徒     

【目指す学校像】「一人一人が輝く学校  地域と共に歩む学校」        文責 前田 伸吾  
「夢多き我らが学びや」毛呂山中学校 PRIDE 

「しっかりと花を咲かせた後は…」更なる高みへ 

「やりがいのある学校」を目指して 

令和７年度スタート～どうぞよろしくお願いいたします～ 

中学生海外留学事業（報告会） いのちの教育（2年生） 福祉体験学習（３年生） 



１０月の主な行事予定 

１０月１日（木） 中間テスト１日目 下校指導 

２日（金） 中間テスト２日目 下校指導  

英語検定（会場） 

４日（日） やる気アップデー 

６日（火） 生徒会本部役員任命式・引継ぎ式 給食試食会 

７日（水） 新人大会県大会（陸上） ５時間授業 

８日（木） 新人大会県大会（陸上） 専門委員会⑥ 

１２日（月） スポーツの日 

１３日（火） ３年生進路保護者会 

１４日（水） 埼玉駅伝郡市予選会 医大４年生実習① 

１５日（木） 学力アップ⑦ 医大４年生実習② 

１６日（金） 医大４年生実習③ 

１７日（土）１８日（日） ＰＴＡ制服リユース 

１９日（月） ３年生実力テスト③ 

２０日（火） 学年朝会 

２２日（木） 合唱コンクール準備 ５時間授業 

２３日（金） 合唱コンクール 

２７日（火） 生徒朝会（保健委員） 

 小中音楽交流会（毛呂山小） 

２８日（水） 授業研究会授業公開（1,2年生 4時間授業） 

       小中音楽交流会（泉野小） 

２９日（木） 薬物乱用防止教室 学力アップ教室⑧ 

       学校運営協議会  

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

新人体育大会予選会結果 

○陸上競技部 
※県大会出場 
女子８00ｍ 2:36.07 

 坂田 美颯① 
 女子 100ｍH 21.09 
 石井 瑠依② 
○野球部（越生合同チーム） 
 第３位 
１回戦 VS鶴ヶ島・藤中合同チーム  
１３－１ 勝利 

 準決勝 VS坂戸中 
  ０－９ 惜敗 
○サッカー部（越生合同チーム） 
 １回戦 VS鶴ヶ島・西中合同チーム 

１－１９ 惜敗 
○男子バスケットボール部（川角合同チーム）  
１回戦 VS越生中 
１６ー１１３ 惜敗 

○女子バスケットボール部  
１回戦 VS鶴ヶ島・西中合同チーム 
１３ー８７ 惜敗 

○女子バドミントン部  
団体 優勝  
（堀尾凛花・河野星來・酒井七南  
櫻井莉愛・井上 逢・片岡沙月） 
県大会出場（地区代表決定戦突破） 

 個人戦シングルス  
第２位 堀尾凛花② 
第３位 片岡沙月① 
※地区代表決定戦へ 

 個人戦ダブルス 
優勝  堀尾凛花②・片岡沙月① 
県大会出場（地区代表決定戦突破） 
第３位 河野星來②・酒井七南② 
※地区代表決定戦へ 
○ソフトテニス部  
男子団体 
１回戦 VS千代田中 惜敗  
女子団体 
１回戦 VS坂戸中 惜敗 
○卓球部 
 男子団体 
 Aブロック第５位  
○剣道部  
女子団体 優勝（県大会出場） 
（小山あこ 松延澪 村田朱沙 篠原さくら 
吉野 葵 松山あり 神林 蘭） 
準決勝 VS鶴ヶ島西中 勝利 
決勝 VS若宮中 勝利 

 女子個人 
 ベスト８ 小山あこ②（県大会出場） 
 ベスト８ 篠原さくら①（県大会出場） 
○卓球競技（女子個人） 
優 勝 市川歩実②（県大会出場） 
第４位 小山かなえ②（県大会出場） 

９月１６日から２０日にかけて新人体育大会の予選会が各会

場で行われました。 
 新人戦は１，２年生の新チームになって、初の公式戦になり
ます。どの種目の会場を訪れても、プレーがおぼつかなかった
り、緊張でガチガチに硬くなったりしている生徒の姿を見かけ

ました。ですが、そんな時に、チームの仲間や保護者の皆様から
の応援は、選手に力強く勇気を与えてくれていました。部活動に
限らず、保護者の皆様から送られる温かな声かけは、生徒のやる
気を引き出し、時として、持てる以上の力を発揮させることがあ

ります。褒めて伸ばす時代においては、子供たちの良い面に目を

向け、些細な事でも見逃さずに認めていけるよう、私自身も努め
ていきたいと思っております。生徒には、今回の大会の成果をし
っかり「認め合い」、今後に向けての「強い決意」を胸に成長し
てほしいです。学総までは残り８ヶ月です。引退の時は「感謝の

心」で終わり、「笑顔」で学校に帰ってきましょう。 

スピーチコンテスト 

 ９月２日（火）、毛呂山町東公民館にて、 
標記大会が開催されました。本校からは、 
３名の３年生が素晴らしスピーチを披 
露してくれました。市木彩葵さん： 
「The Power of a Smile」荒屋 
カンナさん：「Believe in Yourself」 
藤村優輝さん：「Beyond First Impressions」３人とも練習の
成果を十分に発揮することができたすばらしい発表でした。ま
た、藤村優輝さんが、全体の第二位を受賞し表彰されました。お
めでとうございます。 

 

階段アート（芸術部） 


